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1. 研究課題名 

くも膜下出血の発症と気象因子の関連 ―発症前日較差に着目したケース・クロスオーバー研究― 

2. 研究の背景・目的 

くも膜下出血は脳動脈瘤が破裂することで生じ、発症すると重篤な経過をたどることの多い疾患で

す。その発症に気温や気圧などの気象条件が関係しているのではないかということは古くから指摘

されてきましたが、これまでの研究結果は一致しておらず、明らかになっていません。 

一方で、寒さにさらされると血管が収縮して血圧が急に上がることが知られており、これが動脈瘤

の破裂の引き金になりうると考えられています。1 日の中の気温差（日較差）が大きい日には、こ

うした血圧の変動が繰り返し起こることが想定されます。 

本研究は、くも膜下出血を発症された方について、発症前の日較差をはじめとする気象条件と発症

との関連を調べ、発症に影響する環境要因を明らかにすることを目的としています。 

3. 対象者および研究期間 

対象となる患者さま：2022 年 4 月から 2026 年 4 月までに当院で脳動脈瘤破裂によるくも膜下出血

の診療を受けられた方。 

研究期間：研究許可日 ～ 2026 年 12 月末日 

4. 研究の内容・方法 

上記の期間に当院でくも膜下出血の診療を受けられた方について、電子カルテの記録を用いて調査

を行います。調査項目は年齢、性別、発症年月日、高血圧の有無、脳動脈瘤の部位・大きさ・形状、

治療内容および経過です。 

あわせて、気象庁が公開している北九州市の気温・湿度・気圧などの観測データを用います。これ

は誰でも入手できる公開情報であり、患者さま個人の情報は含まれません。 

解析では、発症された日の気象条件と、同じ患者さまの発症していない日（発症日の前後 4 週間以

内で同じ曜日にあたる日）の気象条件とを比較します。同じ患者さまの中で比較する方法をとるこ

とで、年齢や持病などの個人差の影響を受けにくい解析となります。 

5. 個人情報の取り扱いについて 

収集したデータは誰のデータかわからないようにして統計的解析を行い、研究結果の発表に際して

も個人が特定されない形で行います。お名前や住所などは収集いたしません。なお、本研究の性質

上、発症された年月日の情報を使用させていただきます。 

各施設間でデータを共有する際は研究用の番号を付け、誰のデータかわからないようにして施設

間で取り決めた安全な方法で取り扱い、適切に管理いたします。 

6. 研究協力の任意性と撤回の自由について 

この研究へのご協力は、患者さんご自身の自由意思に基づくものです。この研究への情報提供を希



望されないことをお申し出いただいた場合、その患者さんの情報を利用しないようにいたします。

ただし、お申し出いただいた時にすでに研究結果が論文などで公表されていた場合には、完全に廃

棄できないことがあります。情報の利用を希望されない場合、あるいは不明な点やご心配なことが

ございましたら、ご遠慮なく下記の問い合わせ先の担当者にご連絡ください。この研究への情報提

供を希望されない場合でも、診療上何ら支障はなく、不利益を被ることはありません。 

7. 研究資金および利益相反について 

現時点で資金利用は予定していません。開示すべき利益相反はありません。 

8. 実施体制 

研究責任者 社会医療法人製鉄記念八幡病院 脳神経外科 佐藤 航平 

共同研究者 社会医療法人製鉄記念八幡病院 脳神経外科 佐山 徹郎、山口 慎也、横溝 明史 

共同研究機関 九州労災病院 脳神経外科 後藤 優太 

       JCHO 九州病院 脳神経外科 高原 健太 

 

本研究は上記３施設による多施設共同研究として実施いたします。 

情報ファイルは原則各施設内の媒体での取り扱いとし、取り出す際も各施設の規則に則って取り扱

います。本研究の適正性及び継続、終了（中止）については都度報告・相談致します。 

9. 問い合わせ先 

製鉄記念八幡病院 脳神経外科 医員 佐藤 航平 

電話番号：093-672-3176 

FAX：093-671-9605 

E-mail：sato_kohei@ns.yawata-mhp.or.jp 


